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1．はじめに  
 近年、就業人口が減少しており、建設業

界ではその傾向が著しいが、地震や豪雨

による災害への対応や老朽化インフラの

維持管理など対応すべき課題は山積みで

ある。そのため、建設事業の生産性向上が

急務として取り組まれている。現場サイ

ドでは、ICT 施工の導入やプレキャスト

化技術の推進等を進めており、発注者サ

イドにおいても、発注業務の簡素化や不

調・不落対策を考慮し ECI 方式やフレー

ムワーク方式などの調達方式が試行され、

業務の課題に応じた運用が試みられてい

る 1)。  
 これらの取り組みは比較的大規模工事

や災害復旧現場で適用されるが、小規模

工事等ではあまり例を見ない。しかし

2020 年にため池特措法が施行 2)されるな

ど防災の観点からため池の早期の整備が

望まれている。本報では、小規模なため池

工事でも、生産性向上や、新技術導入の促

進を期待できる手法について示す。  
2．技術協力業務（CM 業務）による生産

性向上  
 筆者ら 3)は ECI 方式とフレームワーク

方式に着目して、ため池工事への活用の

可能性について検討してきた。ECI 方式

の技術協力業務（CM 業務）は、ICT 施工

やプレキャスト化など、生産性向上に繋

がる新技術の効率的かつ効果的な導入を

期待できる。ここでは、例として、大規模

なため池 1~3 と中規模のため池 4~6、小

規模のため池 7~9 を同時に整備するケー

スを想定して（図 1）、ため池の選定、調

査測量設計会社の選定、ECI 業者の選定、

フレームワーク方式のよる施工者の選定

などについて整理した。  
1) ため池の選定 発注者は、ECI 方式を

適用する工事難易度の高い大規模なため

池 1~3、フレームワーク方式を適用する中

小規模のため池 4~9 を選定する。  
2) 調査測量設計会社の選定 発注者は、

ECI 業者とは別に、調査測量設計業務を

担う建設コンサルタントと契約する。  
3) ECI 業者の選定 ECI 方式は、設計段

階から施工者が早期に事業に参画し、事

業の最適化に向けて発注者・設計者と協

働しながら、仕様、施工数量などを確定し

た後、発注者と合意した工期と工費で工

事契約を結ぶ方式である。不確定要素が

多いが早期の着工が求められる工事でも

設計完成度 30%程度の段階で発注できる

ため、災害復旧工事など、スピードアップ

が求められる工事に適している。発注者

は、概略設計の段階で、入札公告で技術提

案書を求め、契約内容の交渉・合意を経て

ECI 業者と契約する。例えば、ECI 業者は、

発注者の指示により、CM 業務として、発

注支援、設計支援、中小規模ため池 4~9 の

施工計画支援などを行いながら、大規模

ため池 1~3 の施工も担う。  
4) フレームワークによる施工者の選定 

フレームワーク方式は、事前に複数工事

の発注計画を公表して、公募により選定
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した企業（フレームワーク企業）と個別工

事の発注に関する包括協定を結び、ある

期間の工事をフレームワーク企業に対し

て発注する方式である。この方式は、災害

復旧工事など、体制確保が重要な工事に

相応しい手法として期待されている。そ

の理由として、施工者は予め工事がリス

ト化されることで、ため池など規模感の

小さい工事でも中長期的な計画のもと、

人材、資機材を確保して応札に踏み切る

ことができるためである。ここでは、ECI
業者が、地元の施工者に対して、ため池

4~9 の施工意思を確認し、特定工事参加企

業名簿を作成する。このようにして、ECI
業者は、発注者によるフレームワーク企

業選定に向けた技術協力を実施する。  
5) ため池の施工 施工者決定後、ECI 業

者は、発注者の指示のもと、CM 業務のな

かで、各施工者に対して ICT 活用、プレ

キャスト化推進、生産性向上、新技術導入

を支援する。一方、フレームワーク方式で

選定された施工者は、ICT 活用、生産性向

上、新技術導入に関する教育、人材育成を

受けながら、各社が契約したため池 4~9
を施工する。  
 

3．CM 業務による新技術導入の促進  
 ECI 方式を導入して、CM 業務ができる

ようになる利点として、例えば、下記のも

のが挙げられる。①新技術による設計に

必要な情報を発注者に提示できること、

②ECI 業者自身の工事に対して新技術導

入やその検証が可能となること、③フレ

ームワーク企業の工事に対して、ECI 業

者が検証した新技術による施工を展開で

きることなどである。  
4．今後の検討 	
国内外では、多様な入札契約方式が活

用されている。発注者、学識経験者などか

らのアドバイスをいただきながら、ため

池工事に適した手法について、検討を深

めたいと考えている。  
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図 1 ため池の難易度と ECI 業者、施工者との関係 	
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